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躍 進 す る わ が ま ち

シルバー会員の活躍 知識・経験を活かして、地域社会に貢献
　

新
年　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
関
係
の
皆
様
に

は
、
平
素
よ
り
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
、
新

年
を
迎
え
て
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
セ
ン

タ
ー
の
事
業
に
参
加
さ
れ
、
生
き
が
い
と
働
く
喜
び
を
も
っ
て
、
ご

活
躍
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
藤
枝
市
は
本
年
４
月
よ
り
、
新
た
な
事
業
と
し
て
“
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
”
を
実
施
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
の
「
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
部

門
の
業
務
に
参
入
し
て
、
業
務
の
拡
大
に
努
め
る
と
共
に
、
新
し
い

会
員
の
加
入
促
進
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
知
識
・
経
験
を
活
か
し
、
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
安
全
・
適
正
就
労

に
心
掛
け
な
が
ら
、
市
民
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
な

る
よ
う
に
、
全
会
員
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
努
力
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

業
務
の
拡
大
を
図
り

　
新
会
員
の
加
入
促
進
に
努
め
る

理
事
長
　
大
井
　
市
郎
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今
年
の
事
業
推
進
委
員
会
の
計
画

は
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
絆
を
太
く
す

る
こ
と
に
努
め
、
会
員
同
士
・
会
員

と
地
域
・
そ
し
て
会
員
と
事
務
局
と

の
連
携
を
よ
り
親
密
に
し
て
、
市
民

の
要
望
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
、

十
分
応
え
ら
れ
る
事
業
活
動
を
推
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
た
め
、

各
地
域
の
班
・
職
種
班
・
そ
し
て
事

務
局
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
次

の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

＊
各
種
技
能
講
習
会
の
開
催

 

・
会
員
の
技
能
向
上
と
安
全
管
理

＊
地
区
懇
談
会
の
開
催

 

・
会
員
の
仲
間
づ
く
り

 

・
身
近
に
あ
る
シ
ル
バ
ー
事
業
の

　
開
拓

 

・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
協
力

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長
　
小
柳
津
茂
弘

　

28
年
度
も
読
み
易
い
広
報
誌
を
、

と
努
力
し
て
き
た
が
、
実
際
に
愛
読

さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
は
50
％
に
も

満
た
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

悩
ん
だ
。

　

す
ぐ
に
解
決
出
来
な
い
ま
で
も
少

し
ず
つ
で
も
変
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に
進

め
た
い
。

＊
よ
り
読
み
易
い
内
容
の
広
報
誌
に

し
、
愛
読
者
の
増
加
を
は
か
る
。

＊
広
報
誌
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
会
員
の
意
見
や

質
問
、
趣
味
や
特
技
な
ど
の
記
事

を
広
く
募
集
す
る
。

＊
会
員
同
士
の
連
携
や
交
流
を
深
め

る
た
め
に
、
地
区
会
や
班
長
会
を

活
発
に
推
進
し
、
そ
の
中
で
出
た

意
見
や
要
望
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲

載
し
て
い
く
。

＊
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
一
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
。

委
員
長
　
大
島
　
靖
之

　

昨
年
の
刈
払
機
に
よ
る
物
損
事
故

は
、
全
事
故
の
80
％
強
と
多
く
、
傷

害
事
故
も
２
件
あ
り
、
い
ず
れ
も
重

い
事
故
で
し
た
。

　

そ
こ
で
29
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て

「
草
刈
り
作
業
に
よ
る
事
故
防
止
対

策
の
強
化
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

＊
安
全
教
育
・
適
正
作
業
・
現
場
の

安
全
対
策
等
の
研
修
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
く

　

特
に
、
草
刈
り
、
植
木
剪
定
等
の

グ
ル
ー
プ
作
業
の
安
全
対
策
は
順

守
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
家
庭
で

の
作
業
依
頼
事
故
防
止
の
た
め
、

現
場
を
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

＊
物
損
事
故
対
策
と
し
て
、
飛
散
物

の
少
な
い
刈
払
機
の
採
用
検
討

　

こ
の
刈
払
機
は
、
石
を
は
ね
な
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
、
各
地
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

＊
安
全
標
語
の
募
集

　

昨
年
と
同
様
、
七
月
の
「
安
全
就
業

強
化
月
間
」
に
行
う
。

委
員
長
　
原
川
　
弘

事
業
推
進
委
員
会

「
地
区
会
な
ど
で
会
員
同
士
の

絆
・
仲
間
づ
く
り
」

市
民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

シ
ル
バ
ー
事
業
を
活
発
に

普
及
啓
発
委
員
会

「
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

広
報
誌
を
目
指
し
て
」

　　三委員会が取組む 今年の“重点目標”

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

「
事
故
の
な
い
職
場
づ
く
り

を
目
指
し
て
」

　平成28年度のシルバー事業は、会員の皆さんの協力を頂き、順調に推移しています。
　平成29年の新しい年を迎え、今までの歩みを更に充実させ、センター全体の事業内容をより活発
にしていきたいと考えています。
　会員の皆さんも、今年のライフワークをそれぞれお考えの事と思いますが、シルバー事業について
の要望や提案など、ご意見をお気軽にそれぞれの専門委員会や事務局にお寄せ頂きたいと思います。
　私達シルバー人材センター会員は、自主・自立・共働・共助の信念で、センター事業に誇りと生き
がいをもって活躍しています。今年も、素晴らしいセンターになるよう努力していきましょう！
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藤
枝
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
「
ふ
じ
え
だ
子
ど
も
・
子
育

て
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
21
」
の
事
業
で

病
児
保
育
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
護
者
の
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
病

中
の
子
ど
も
を
預
か
り
、
必
要
な
保

育
や
看
護
を
施
す
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
担
い
手
と
し
て
、
参
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
に
は
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
で
す
が
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
昨
年
の
11
月
１
日
か

ら
セ
ン
タ
ー
の
２
階
託
児
室
を
使
い

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
験
豊
か
な
看
護
師
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
時
預
か
り
保
育
や
病
児
保
育
な

ど
子
育
て
支
援
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
急
な
発
熱
な
ど
に
よ
っ

て
在
籍
す
る
保
育
所
な
ど
で
の
集
団

保
育
が
困
難
と
な
り
、
か
つ
保
護
者

の
就
労
等
の
理
由
か
ら
、
看
護
が
で

き
な
い
時
に
保
護
者
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
、
専
用
の
保
育
室
で
一
時
的

に
預
か
る
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
病
中
で
あ
っ
て
も
、
重

篤
な
基
礎
疾
患
が
あ
る
場
合
や
特
定

の
感
染
症
を
発
症
し
た
場
合
は
、
本

事
業
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
本
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
医
師
の
診
断
が
必
要
で
す
。

★
病
児
保
育
事
業
の
開
始
時
期

　

平
成
28
年
11
月
１
日
（
火
）
〜

★
利
用
対
象
と
な
る
子
ど
も

 

・
保
護
者
が
就
労
等
の
理
由
で
家
庭

で
の
保
育
や
看
護
が
困
難
な
場
合

 

・
藤
枝
市
内
に
居
住
又
は
市
内
の
認

可
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼

稚
園
等
に
在
籍

 

・
生
後
６
か
月
か
ら
満
６
歳
ま
で
の

子
ど
も

★
保
育
場
所

 

・
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
２
階 

託
児
室

 

・
住 

所
：
藤
枝
市
藤
枝
５–

３–

20

 

・
連
絡
先
：
０
５
４–

６
４
１–

５
５
６
５

病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
２
階
託
児
室

病
児
保
育
と
は
？

買
物
や
掃
除
の
家
事
支
援
な
ど

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
４
月
か
ら

藤
枝
市
が
実
施
す
る
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
う
ち
訪
問

サ
ー
ビ
ス
Ａ
に
参
入
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
で
定

め
た
比
較
的
軽
度
の
要
支
援
１
・
２

に
該
当
す
る
方
の
自
宅
を
訪
問
し
、

買
物
、
調
理
、
掃
除
な
ど
の
家
事

等
、
日
常
生
活
の
支
援
を
行
い
利

用
者
の
自
立
を
踏
ま
え
た
支
援
を
行

な
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
の

基
準
よ
り
も
緩
和
さ
れ
た
も
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
一
定
の
講
習

会
の
受
講
者
で
あ
れ
ば
可
能
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
「
担
い
手
」
と

し
て
の
役
割
を
持
つ
こ
と
は
、
高
齢

者
自
身
の
健
康
維
持
や
介
護
予
防
に

つ
な
が
り
、
社
会
全
体
の
介
護
負
担

の
軽
減
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
就
業
機
会
を
通

じ
た
会
員
拡
大
に
も
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
習
会
は
、

３
月
中
旬
に
、
講
義
８
時
間
（
２
日

間
）・
実
地
研
修
２
時
間
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

講
習
を
受
け
た
会
員
は
、
誰
に
で

も
で
き
る
簡
単
な
家
事
（
掃
除
・
ゴ

ミ
の
分
別
や
ゴ
ミ
出
し
、洗
濯
干
し
・

取
り
込
み
と
収
納
、
買
物
代
行
、
簡

単
な
調
理
等
）
を
担
当
し
ま
す
。

　

多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
講 

習 

内 

容

①
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
講
義

②
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

（
家
事
援
助
の
方
法
）

③
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
接
し
方

に
関
す
る
講
義

④
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際
の
基
本

的
な
心
構
え
に
つ
い
て

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
習
会
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名
張
市
は
、
三
重
県
の
西
部
に
位

置
し
、
万
葉
の
昔
か
ら
、
伊
勢
へ
の

要
衝
地
と
し
て
栄
え
、
ま
た
観
光
地

と
し
て
赤
目
四
十
八
滝
な
ど
の
自
然

環
境
の
良
い
、
歴
史
文
化
の
趣
き
あ

る
街
で
し
た
。

　

近
年
は
、
大
阪
や
名
古
屋
を
結
ぶ

接
点
の
都
市
と
し
て
、
昭
和
40
年
代

に
大
規
模
な
住
宅
地
開
発
が
進
め
ら

れ
、
現
在
の
人
口
は
八
万
余
人
と
大

き
く
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
組
織
は
、
会
員
が
約

一
千
人
・
事
業
実
績
が
約
五
億
円

で
、
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
が
、
特
色
は
、
地
区
組
織
が

市
内
の
各
中
学
校
区
ご
と
に
「
基
幹

班
」
を
設
置
さ
れ
て
あ
り
、
こ
の
基

幹
班
の
下
に
地
域
班
が
編
成
さ
れ
、

全
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、職
域
班
も
剪
定
班
・
除
草
班
・

福
祉
家
事
援
助
班
・
就
業
先
別
職
域

班
を
編
成
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
会
員
の
入
会
募
集
は
、
毎
月
第

３
火
曜
日
・
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
各
地
域
で
“
出
張
入
会

説
明
会
”
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
に
シ
ル

バ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
や
、
独
自
事
業

で
毎
週
日
曜
日
に
農
産
物
を
販
売
す
る

「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
を
開
き
、
こ
う
し

た
機
会
に
会
員
募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
配
布
し
て
、
新
会
員
の
加
入

促
進
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
市
民
へ
の
普
及
啓
発

活
動
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
会
報

「
ゆ
う
ゆ
う
」
や
市
の
広
報
、
地
元

の
情
報
誌
な
ど
も
活
用
し
て
、
会
員

募
集
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
時
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
、

安
全
・
適
正
の
就
業
に
細
心
の
注
意

を
し
て
、
事
故
防
止
の
安
全
確
認
を

重
点
的
に
取
り
組
み
、
剪
定
班
長
会

議
や
除
草
班
長
会
議
を
毎
月
開
催

し
、
ま
た
、
剪
定
・
除
草
・
家
事
援

助
な
ど
の
実
技
講
習
会
（
研
修
会
）

な
ど
を
開
催
し
て
、
安
全
委
員
会
や

安
全
委
員
の
個
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
安
全
活
動
の
成
果
と
し

て
、
平
成
28
年
度
は
、
傷
害
事
故
は

２
６
６
日
・
賠
償
事
故
は
３
０
１
日

の
無
事
故
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
が
、

一
件
の
事
故
で
こ
の
記
録
が
途
絶
え

た
こ
と
を
点
検
し
て
、
事
故
の
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

名
張
市
の
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
市
の
受
託
事
業
と
し
て
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
内
容
は
、
要
介
護

１
・
２
の
認
定
者
な
ど
、
日
常
生
活

の
維
持
向
上
が
見
込
め
る
高
齢
者
を

対
象
に
し
て
、
介
護
保
険
で
提
供
さ

れ
る
範
囲
内
の
家
事
援
助
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
事
故
防
止
の

　
　
新
記
録
を
目
指
し
て

 

高
齢
者
の
家
事
援
助

　 

日
常
生
活
の
維
持
向
上

 

名
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
概
要

  

歴
史
文
化
の豊

か
な
都
市　

①
会
員
拡
大
と
普
及
啓
発
の

取
り
組
み

②
安
全
・
適
正
就
業
の取り

組
み

③
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
取
り
組
み

　

本
年
度
の
役
員
に
よ
る
“
先
進
地
視
察
研
修
”
は
、
①
会
員
拡
大
と

普
及
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
、
②
安
全
・
適
正
就
業
の
取
り
組
み
、

③
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

こ
の
３
項
目
を
研
修
課
題
と
し
て
、
活
発
に
事
業
活
動
を
実
施
し
て
い
る

「
三
重
県
・
名
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

［
先
進
地
の
視
察
］名
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
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・
援
助
事
業
の
内
容

＊
買
い
物
・
調
理
・
洗
濯

＊
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
場
所

（
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
）

の
掃
除

＊
話
し
相
手
な
ど
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
が
独
自
の
福
祉
・

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
、
福

祉
施
設
や
一
般
家
庭
へ
の
支
援
や
、

軽
度
生
活
援
助
事
業
（
市
か
ら
委

託
）
も
実
施
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

介
護
支
援
に
従
事
す
る
会
員
は
、
事

前
研
修
（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講

習
）
な
ど
の
受
講
が
必
須
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
事
援
助
な
ど
家
庭
内
に
お
け
る

食
事
作
り
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど
作
業
に

女
性
会
員
が
多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
家
事
援
助
業
務
を
ス
ム
ー
ズ

に
運
営
す
る
た
め
、
地
域
班
に
女
性

の
班
長
・
副
班
長
を
選
任
し
て
、
業

務
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
・
４
月
か
ら
11

月
ま
で
の
事
業
実
績
は
、
前
年

に
対
比
す
る
と
、
受
託
件
数
・

就
業
延
べ
人
数
は
少
し
伸
び
て

お
り
、
契
約
金
額
は
ほ
ぼ
同
額

で
、
下
段
の
表
の
よ
う
な
結
果

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
受
託
し
て
い

た
業
務
の
一
部
が
県
シ
連
の
窓

口
扱
い
と
な
る
派
遣
事
業
に
移

行
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
全

体
と
し
て
は
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
健
康
・
趣
味
と
明
日
へ
の
活

力
を
醸
成
す
る
互
助
会
活
動
が
、
大

変
活
発
で
し
た
。

　

寿
会
（
互
助
会
）
と
い
う
名
称
で
、

総
会
や
親
睦
旅
行
な
ど
の
全
体
行
事

の
ほ
か
に
、
十
三
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

親
睦
・
融
和
の
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寿 

会
（
互
助
会
）

女
性
会
員
が
大
活
躍

健
康
・
趣
味
の
活
動

（千円）

　

名
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
推
進
委
員
の
専
任
体
制

で
、
会
員
の
事
故
発
生
の
原
因
究
明
と
対
策
・
安
全
啓
発
教
育
指
導
・
事

故
原
因
の
分
析
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
現
場
に
お
い
て

は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
間
15
回
程
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
職
群
班
の
組
織
で
し
た
。
剪
定
・
除
草
・
家

事
援
助
な
ど
の
全
て
に
“
班
”
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
班
長
さ
ん
が
全
責
任

を
持
っ
た
運
営
「
受
注
調
整
・
安
全
対
策
・
会
員
の
動
向
把
握
」
が
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
班
長
・
副
班
長
・
安
全
指
導
員
の
活
動
と
協
力
で
安

全
就
業
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
平
成
28
年
度
・
事
故
報
告
で
無
事
故
継
続
日
数
が
、
傷
害
事
故

２
６
６
日
・
賠
償
事
故
は
３
０
１
日
で
途
絶
え
た
の
で
、
無
事
故
継
続
に

再
挑
戦
中
で
し
た
。〔
継
続
が
途
絶
え
た
事
故
は
、
草
刈
り
作
業
中
の
小

石
飛
散
に
よ
る
車
の
窓
ガ
ラ
ス
の
破
損
で
し
た
。〕

★
視
察
研
修
に
参
加
し
て
★

充
実
し
た
班
編
成
で
、
全
て
の
業
務
を
協
力
し
て
推
進

理
事
（
安
全
・
適
正
就
業
委
員
長
）　
原 

川
　
弘
　
　
　

月別就業実績の状況

女
性
班
長
・
副
班
長

藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
年
度（
中
間
）の
事
業
実
績
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会
員
の
活
動
報
告

　

新
し
く
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
藤
枝
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
」（
五
十
海
３
丁
目
）
で
、
11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
た
『
藤
枝
宿
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
に
、
当
セ
ン
タ
ー
と
し

て
参
加
し
、
会
員
（
互
助
会
ク
ラ
ブ
）
の
活
動
発
表
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
が
収
穫
し
た
も
ち
米
で
餅
つ
き
、
農
産
物
の
販
売
、

書
道
部
の
作
品
展
示
、
ハ
イ
キ
ン
グ
部
の
写
真
展
示
や
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
部
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
で
子
ど
も
た
ち
と
球
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

多
数
の
来
場
者
が
あ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

餅つき

農産物販売

もち米収穫 サツマイモ収穫

ハイキング部 写真展示
グラウンドゴルフ部 書道部 展示
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本
格
的
な
冬
到
来
も
間
近
、
少
し

肌
寒
い
快
晴
の
旅
行
日
和
の
11
月
26
日

（
土
）
に
シ
ル
バ
ー
互
助
会
の
恒
例
の
バ

ス
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。

　

会
員
に
な
っ
て
10
年
、
仕
事
の
都
合

な
ど
で
、
な
か
な
か
参
加
で

き
ず
今
回
で
２
回
目
の
参
加

と
な
る
。

　

今
年
は
「
長
良
川
温
泉

と
信
長
ゆ
か
り
の
岐
阜
公

園
」
の
日
帰
り
旅
行
。

　

バ
ス
４
台
参
加
者
１
２
６

名
。

　

藤
枝
岡
部
Ｉ
Ｃ
か
ら
新

東
名
高
速
道
路
に
入
り
一

路
岐
阜
県
へ
向
か
う
。
各

務
原
Ｉ
Ｃ
で
一
般
道
路
に

下
り
て
長
良
川
温
泉
へ
、
所
要
約
４

時
間
の
バ
ス
の
旅
で
あ
る
。

　

長
良
川
沿
い
・
金
華
山
の
麓
に
あ
る

「
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
」
で
昼
食
を
と
る
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
は
創
業
１
２
０
年
、
川

端
康
成
ゆ
か
り
の
宿
で
、
川
端
康
成
の

写
真
や
記
念
の
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

１
２
６
名
が
一
堂
に
会
し
て
と
る

昼
食
の
眺
め
は
壮
観
で
感
動
す
ら
覚

え
る
。

　

こ
こ
で
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
自
慢
が
次
か

ら
次
と
披
露
す
る
。

　

昼
食
後
は
約
１
時
間
30
分
の
自
由

行
動
で
、
次
の
３
つ
の
中
か
ら
各
自
選

択
し
て
観
光
を
楽
し
む
。

☆
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
岐
阜
城

☆
う
か
い
ミ
ュー
ジ
ア
ム

☆
川
湊
の
近
く
に
発
展
し
た
川
原
町

　

私
は
岐
阜
城
の
見
学
に

し
た
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
往
復

９
８
０
円
。

　
「
岐
阜
城
は
、
信
長
が
天

下
統
一
の
本
拠
地
と
し
た

居
城
で
、
標
高
３
２
９
ｍ

の
金
華
山
の
頂
に
あ
り
、

最
上
階
か
ら
は
、
長
良
川

が
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
濃
尾

平
野
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
の
だ
が
、
見
学

時
間
が
短
く
て
、
岐
阜
城
内
に
攻
め

入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
涙
を
の
ん
で

城
門
の
前
で
撤
退
。

　

72
歳
の
シ
ル
バ
ー
に
は
、
１
時
間
30

分
で
山
城
を
攻
め
る
の
は
無
理
だ
っ
た
。

　

互
助
会
か
ら
の
経
費
補
助
も
あ
り
、

参
加
費
以
上
の
実
益
の
あ
る
旅
行
で
あ

る
。
バ
ス
の
中
で
会
員
同
士
の
交
流
も

で
き
、
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

（
藤
枝
東
地
区
会
員
：
田
中
英
雄
）

　
「
あ
な
た
で
す
」
と
い
う
呼
び
か

け
る
言
葉
が
頭
に
浮
か
び
、
そ
の
あ

と
は
閃
き
で
作
り
ま
し
た
。
こ
の
標

語
で
少
し
で
も
事
故
が
減
少
す
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。

　

広
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
ふ
じ
え
だ
」

及
び
「
藤
薫
」
に
掲
載
す
る
記
事

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
何
で
も
結

構
で
す
。

　

例
え
ば

○
入
会
し
て
の
感
想

○
就
業
の
体
験
談

○
講
習
・
講
演
会
に
参
加
し
て

○
互
助
会
親
睦
旅
行
に
参
加
し
て

○
思
い
出
（
子
供
の
こ
ろ
、
青
春

時
代
、
子
育
て
時
代
、
孫
の
こ
と
）

○
趣
味
（
短
歌
、俳
句
、川
柳
、写
真
、

絵
手
紙
な
ど
）

○
そ
の
ほ
か
、
健
康
法
、
旅
行
記
、

ペ
ッ
ト
の
こ
と
な
ど

◆
原
稿
は
８
０
０
字
以
内

◆
掲
載
分
に
対
し
て
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

　

原
稿
は
、
シ
ル
バ
ー
事
務
局
に

郵
送
す
る
か
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

原
稿
募
集
の
お
願
い

会
員
親
睦
旅
行

安
全
標
語  

最
優
秀
賞
受
賞
者

受
賞
者　

鈴
木
さ
ん
の
一
言

楽
し
か
っ
た
岐
阜
へ
の
旅

◎
最
優
秀
の
安
全
標
語

　

あ
な
た
で
す

　

  

作
業
現
場
の 

模
範
生

青島北地区　鈴木喜久雄さん
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マ
ナ
ー
は
、
自
分
と
み
ん
な
の
為

の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
生
活
の
仕
方

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
は
、
規
定
・
規
約
・
基
準

と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
規
定
・

規
約
と
な
れ
ば
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
厳
格
な
意
味
合
い
を
持
ち

ま
す
。
マ
ナ
ー
は
、
ル
ー
ル
を
多
少

緩
く
し
た
も
の
と
受
け
止
め
る
事
も

出
来
ま
す
。
こ
の
両
者
は
、
日
常
の

社
会
生
活
の
中
で
お
互
い
が
気
持
ち

よ
く
、
円
滑
に
生
活
し
て
行
く
た
め

に
、
最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
社
会
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
再

認
識
す
る
た
め
、
駐
車
場
の
管
理
や

送
迎
運
転
や
除
草
作
業
、
並
び
に
受

付
な
ど
の
業
務
に
携
わ
る
会
員
の

方
々
を
主
体
に
接
遇
の
研
修
会
を
10

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
参
加
を
得
て
有
意
義
な
研

修
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨

を
会
員
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
顧
客
満
足
度
を
高
め
る
接
客
の
心
得
、

 

実
践
講
座

 

親
し
み
や
す
さ
と
好
印
象
を
与
え
る 

 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

仕
事
で
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が

お
客
様
と
接
し
ま
す
。
失
礼
が
無
い

よ
う
言
葉
や
行
動
に
要
注
意
で
す
。

　
「
一
人
一
会
員
拡
大
運
動
」
は
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
一
定
の
成
果
を

上
げ
ま
し
た
が
、
ま
だ
会
員
の
増
強

は
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
が
、

地
域
交
流
の
中
で
加
入
促
進
に
格
段

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
年
々
上

昇
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
80
歳
で

約
40
％
が
認
知
症
に
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
や
あ
や
あ
久
し
ぶ
り
、
ど
う
だ

い
最
近
は
」「
お
陰
様
で
会
社
も
定

年
退
職
し
、
今
は
悠
々
自
適
に
や
っ

て
い
る
よ
」
と
こ
れ
が
危
な
い
。
嘘

だ
と
思
う
な
ら
、
悠
々
自
適
を
や
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
間
違
い
な
く
５

年
で
ボ
ケ
る
か
ら
‥
‥
と
あ
る
本
に

書
い
て
あ
っ
た
。
悠
々
自
適
を
捨
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に

な
っ
て
、
仲
間
づ
く
り
と
社
会
参
加

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を

幅
広
く
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
、

入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

背筋を伸ばして、腰から丁寧にお辞儀する

普
及
啓
発
委
員
長

大
島
　
靖
之

お知らせ（事務局・互助会）
 

接
遇
の
研
修
会

  

会
員
紹
介
カ
ー
ド
に
つ
い
て

③身だしなみ

④言葉遣い⑤態　度

②笑　顔 ①挨　拶

・
あ
…
明
る
く
元
気
に
！

・
い
…
い
つ
も

・
さ
…
さ
き
に

・
つ
…
続
け
て

・
清
潔
感
…	

見
た
目
の

	

清
潔
感

・
機
能
性
…	

動
き
や
す
い
、

	

作
業
し
や
す
い

・
信
頼
性
…	

相
手
か
ら
の

	

信
用
・
信
頼

・
丁
寧
語
…	

で
す
、
ま
す

	

ご
ざ
い
ま
す

・
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
…

　

 

恐
れ
入
り
ま
す
が
、

　

 

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

・
お
辞
儀
の
仕
方
…

　

 

①
腰
か
ら
お
辞
儀
す
る

　

 

②
言
葉
と
お
辞
儀
は

　

 　

別
け
る
（
先
語
後
礼
）

・
方
向
の
示
し
方
…

　

 

手
の
ひ
ら
で
示
す

・
心　

 

表
情
は

・
口　
　

 

そ
ろ
っ
て

・
目　
　
　

い
る
こ
と

｝

　

㈱
浜
松
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

講師


